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カンボジアにbける農業水利事業の歴史的展開
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I tよしがき

カンボジアは農業悶家である。有業人口の 81%

までが農業に従事し，国内総生産の 42%が民業に

よって占められており， また侍年の輸出品のほと

んどすべてが農産物から成っているのである。 し

たが－，て， 二二業開発；--i:国民生活水市ーし，，向上E世会

生活の安定に直接索献するばかりでなく， 工業化

を含むこのlx.lの経済社会発展にとりてその基盤を

形成するものなのである。

ところで，その農業開発を進めるにあたっては，

まず農業生産の基盤である土と水の条件を整備す

ることポ急務となろうボ， カンボジアの場合，と

くに水利条f干の整備が基本課題になると思われ
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此
瞬
間 ｛来

るむモンスーン地帯に属するカンボジアの気候は，

雨季（5月～10月）と乾季（11月～4月）の区別が判

然としており，雨季には年間平均1500ミ3メート

ノレ（内陸部）の80%以一上が集中する自然降雨（第1友

参照〕と国土を南北に貫流しているメコン川本流

〈その各地における水位変動については第1図参照）を

始めトンレ・サップ（TonieSap）川など諸支流の

氾濫（第2凶参熊〕によって水がありあまり， －jj

乾季にはそれこそーi衡の雨も降らず，農業用水は

もらろん一部には飲料水さえもことかくありさま

となる。 この国の最も主要な農業形態である米作

も，この乾季の水不足によって， 雨期にのみ一毛

作が行なわれているにすぎず， 収量生もヘクタール

当たり平均 1.1トンと少ない。その上， 雨期にお

ける降雨と河川氾濫の量と時期がまた問題で， そ

の配分がう 1まくいかない年は凶作となってしま

う。 このように，カンボジアにおける水の最とタ

イミングは洪水もしくは早魁という両側面におい

て，この国の農業を大きく規制してきたのである。

そこでこの水を農業生産の安定，増大に資する

ために最も合理的に利用するためには， 必然的tこ

人工的な袷水，濯概， 排水，すなわち農業水利事
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Ⅱ　扶南時代の繁栄とメコン・デルタの農業水利事業
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（出所〕 カ〆ボジ了土木省資料より作成。

-::rの必、7長↑生が1-trるわけである。 出くからノ，:r~ を

基盤とした社会・丈明を築き←上げてきたカンぶシ

アの府代！庖政者たちも， 時代によって強弱の差は

あれ，つねに良~＊利事業に対しては杭！当の努力

をfムってきたのであぜ）たの

本橋iの目的i：土，かつてその繁栄を詰った扶市

（フーナン）や真崎帝国 fとくにアンコール時代）以

来， 19世紀後半から90年におよんだフランスの統

治時代を経て， 1953年にカンボジアが完全独立を

達成するまでの時期におけるこの耐の長業水平lj卒

業の展開を歴史的に跡づけ， その意義を考察する

ことにあり， 独立後のこの昌における民業水利事

業の展開につし、て考察した続編と合わせて， 望者

のカンボジアにおける；農業開発史研究の司環をな

ナものである。
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II 扶南時代の繁栄とメコン・デルタ

の民業水利事業

カンボジアの歴史は西暦1世紀末ごろ， 中国史

料に「扶南Jc記されている王国の建国から始ま

っている。現在のカンボジア人の祖先であるクメ

ール（Khmer）族はこの西暦1世紀末ごろから 6世

紀にかけて，パ・プノム（BaPhnom，現在の Prey

Veng ・JH) (11付近を首都とし，メコンJI!デルタ地帯

（現在のカンボジア南部およびコーチシナ）を中心領

域とするこの扶南王国を形成していた。その間，

一中継貿易地から出発して勢威を得たこの王国は

現在のタイからピノレマ南部， さらにはタイ湾を隔

てたマレ一半品全域をその支配下におき， 当時の

最も重要な海路による東西交通路を手中にするこ

とにようて， みずから東南アジアにおける最も重
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第2図 カンボジアにおけるメコン川の氾濫地域図

（） 

要な吏易地として繁栄を続けたのであった。扶南

関の首都に近U、外港で最も重要な交易港は現在の

コーチシナ西部， Rachgiaに近い Oc-Eoであった

と考えられる。この都市は当時間上都市であり，

大きな水路によって約5キロメートノレ隔った外洋

と連絡していた位1）。

ノ

ところで扶南王国がこのように隆盛

となるについては，この聞の建国初期

以来引き続いて行なわれてきた高い文

化を身につけたインドからの移住者た

ちの支配とその指導に負うところがす

こぶる大であった。この聞の事情はイ

ンドのデラーマン（Brahman）であるカ

ウンヂィニヤ（Kaundinya）と原住民で

あるナガ（Naga）族の王女ソマ（So刷）

との結婚という形で表現されていると

の地の建国説話や当時の中間人記録な

どからもよくうかがうことができる。

こうしたインド的文北を基礎として，

後代のクメール人はアンコール文化に

象徴されるような独自のすぐれた文化

を花聞かせるに韮るのである。

ところで，この扶南王国は前述した

通商的性格の強さとともに，農業生産

面においてもその初期からすぐれた成

果を収めていた。元来，大小の支流があ

ちこちを緩流し，マングロープが生い

茂る塩分を含んだ泥湿地帯の広がりに

すぎなかったメコン・デルタ地帯に対

して，その肥訳耕地としての可能性を

認めた挟荷人（インド入移住者や原住ケ

メール人）たちは，進んだ技術を持っ

たインド人移住者の指導のもとにj~次

耕地化を進めていったのである。その

ためにかれらは排水工事を行ない， 濯概網を敷ド

た。この地域の地理的条件（；Jt高高低の地形〉や南

部インド， セイロンなどに見られる当時の水利技

術を考慮すれば， おそらく次のような方法をとっ

たであろうと推定される（注2〕。まず土地勾配を利

用した排水路を掘って滞水を海に落とし， 同時に
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海水の流入をlめぎ， 1二地の塩分を除去しでか人整

地し，とうして得られた水田に対して上流か「》来

る肥沃な養分を含んだメコン川の水を灘慨したの

である。地形や水量がら考えて‘この7"'1レケi也域

の米作でほおそらく浮稲の栽培が主流企占めたも

のと思われる。こうして2世紀末ごろまでにはか

れら扶雨人はメコン・デ、JL,タの耕地イヒに成功L,

さとに王国繁栄の経済的基盤が形成された。 この

三五闘が隆盛を続けて近隣諸地域を支配ナるにヨきる

のはこの直後， 西肘3世紀初頭のことであったの

であるc

扶南王国における瀧瓶排水網の存在については

当時の碑文の記述や航空写真の分析により， 縦横

t二走るその痕跡が発見されてし、ること (i¥3）かムも

明らかにされている。なお，扶南の領域でもヂノレタ

よりやや高い位置を占める地域では中国史料に

「数十家共ー池，JI汲之..J C「梁書』扶南岳、jとみえる

ような溜池の構築を中心とする湛概事業が展開さ

れたものと思われる。一方排水事業については次

（／）土うないくつかの証左がある。 コーチシト（.＇）ジ

ョンク平原（Plainedes Jones）の Thap-muoiで発見

された 6世紀のすンスクリット碑文には，「出土の

卜ーに征/lliされた領域！とあり｛注叫 その土地？の

排水事業を物持っており， 近年のカ＞；f：ジアに伝

わる建国説話の一つに，前記インドから到来した

ブラーマンと結婚した原住民王女ナギソマ（陥gi

Soma）の父，つまり十ガ族の王が娘夫婦の王国の

拡張のために国土を覆いかくしていた水を飲み干

し之とあるW.oのい， 同様にこの地域での排水工

・),: cl）実胞を反映したものと考えられる。

全デJレタ地域に網の目のように組織された大小

多数の水路は，謹概水路であると同様に，主都を

rt］心に杭上家屋の密集した各湖上都市問を結ぶ重

要な交通路でもあった。この国の重要な外港であ
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円た前記 OcEoと主都 Vyadhapuraとの間も重

要都市 AngkorBorci (J見｛［の T.ikeo・J+I）な立を

経由するこうした水路によゥて結ぼれていたので

あり， Oc-Eoに入港する大型の外洋船によりもた

らされたローマかち fンド・中国に至る東西諸国

の富は，この水路を通じて BaPhnom付近にあ

った王［klの首都に集中され， この国の農産物とと

もに強大な王権を支える重要な経済的支柱Eたっ

た。

二うして数世紀にわたる繁栄を続けていた扶南

王国も 6世紀中葉に王ってかなり衰退のきざしが

顕在化し，一方，その北方属国としてメコン川中流

域（現在のラオス南部）に位置した，ほぼ同系統民

族の国家である「真JJ段」（ rェンラ）がしだいに勢力

者？伸ばしつつあった。この真蝋も相当にインド化

されてし、た。当時の扶南の都市文化はしだいに新

是正さを尖って表えをみせていた、n叫し政治的tこ

も5世紀前葉に即f立したIレードラパノレマン（Rudra

varman, A. D. 514-ca. 550）の王位継承をめぐって

王家内に内紛が生じ， これを機として王国内の政

和的統一イI＇破 jtたらしく思われる。さらにその上，

この国の中心領域であるメコン・デ、ルタを流れて

ヤるパサック（Bassac)J!IのJ!I筋の変動によって大

洪水が発生し，それが都市を荒廃させ，濯甑組織を

破壊し，住民たちにもっと高所にある現在の中部

カンボジア方面に移住を余儀なくさせたことも推

定される（注7＼以上のような扶南における国難な

諸情勢を巧みに利用したのが扶南王家の血を引く

良隣国王パーバパIレマン（Bhavavarman）であり，

U；南王ルードラバルマン（h'.udra varman）の死去を

機に， 550年ごろ，扶南を攻撃しその領土の大部分

を併合してしまった。ここにカンボジア史の主導

権は扶南から真激へと移ってヤったのである。し

かし，翌7世紀における扶南の滅亡を経て， 真目鼠



Ⅲ　アンコール時代の王国繁栄と農業水利
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が全クメールの安定的統ーを完成するのには，な

お2世紀有余の期間にわたる分裂抗争の時代を必

要としたのであった。

ところで，扶南滅亡後のメコシ・デルタ地帯は

いかなる変貌をとげたのであろうか。扶南におけ

る浮稲栽培と異なり， 元来高所における水田農業

を中心として興起した奥臓が支配するに至って以

後の時代iこtt, クメール民放の活動の中心地は常

にそうした良法形態を営むに適したカンボゾア中

部平原上り南下しなか v〕たのであり， かくしてか

つての扶南王国の中心領域であったデ〉レタ地帯は

再びほとんど人の住まない泥沼の広がりに炭って

しまったのであった。たとえわずかの人々が住ん

だにせ，t, そこがカンボジア史上重要な政治的，

経済的活動Cノ拠点となることは絶えて久しくなか

ったといわざるをえなL、。

三のデノレタ地域が再び開発され， 重要な経済活

動の舞台として歴史に登場してくるのは 18世紀以

後のことであり， しかもその場ふ開発の主導権

を握つなのいもはやクメ－J1v人ではなくて， ベト

ナム人であった。扶南時代に比較さオlうるような

本格的な農業水利事業がこのデ、1レタ地帯で若手せ

られるに至るのは，さらにその後であり， 20世紀

前葉を待たねばならなかったのである。

（注 1) 箔 2次大戦中， この重要な Oc一Eo

主発掘 I，たし＇JI主フ 7ンス人学持 C.～！allどrl't氏 ζ あっ

た。その発掘成果と研究のすべては C.Malleret, 

l二Ar，「heologieduιlelta du l¥1ekonp:, I勺iris,4 vols, 

1%9～1963：.収録＼れと I，、る。以IiOc EnドNJすアJ

I記述はすべてこの当による。

( it '.c) fl. P. Gros lier, Anιkor, l,0111111,・s ct 

pi，’rres, Pari只， 1951i,p. 17 J；ょが B.P. Groslier, 

lndochi月a; Art in the Melting-pot of Races, 

London, 1962, p. 5G参n(l。

（注 3) Piνrre Paris，“Anciens c血 auxreconnues 

sur photographies aerienes dans les provinces de 

Ta Ki:v et de Chau-doι，Bulletin de l'Ecole Fran-
4別措 d'Extrhne－οη・ent”（以下 BEfl~O と略記ナる），

t. XXXI, 1931, p. 221. 

(i't4) G. C田 rl:s，“Dr、uxl口町riptio恥 S加メkrites

du Fou-nanぺβEFEO,XXXI, p. 7.なお G.C川 d止s,

Les itats hindouis’s d’Indochine et d’1 ndo n !sie, 

p‘iris, 1964, p.117参照。

（注 5) B. R. Chatterji, Indian Cultural lnfiu-

enre in Cambodia, Calcutta, 1928, p. 4目

( ,l 6 ) B. P. Groslier, Angkor, hommt’s et j,ier-

res, p. 18. 

(/1 7) Ibid., p. 18. 

直 アンコール時代の王国繁栄と農業水利

9 IU：車己f}J頭iこ至って， 分裂してし、た真機iこ傑出

したれ主ジャヤパルマン二世 (.TayavannanII）が出

て，当時ジャワ (Java）の勢力下にあったクメール

族を解放し， 国の中心をトンレ・サップ湖の西北

岸，アンコール地域に確立し，以後6世紀有余にわ

たるアンコール王朝時代の繁栄の基礎を築いた。

この王が晩年を過ごしたのは Hariharalayaと呼ば

れた現在の Siemreap州、！ロルオス（Rolu吋群の遺

跡の所在する地に構築された都械であった（注射。

この地方が首都として選定されたについては，

当時の内外政治情勢やこの地が陸上交通とともに

トンレ・サップJIIを通ずる水上交通の要衝でもあ

ったことのほかに，肥沃で広大な平原（500万ヘク

タール）の存在という農業生産上の配慮が加えら

れたに違いないと推察される。

10世紀初頭に至ってヤソパ／レマン一世〔Yar;ovar・

man I）が現在のアンコール・トム（AngkorThom) 

のやベ》南阿に当たるプノン・パケン（PhnomBa 

khen日7の地 tこ都を定めた。これがヤソダラフ。ラ

(Yai;odharapura）である。その後15世紀初頭に韮る

まで強大な中央集権国家として繁栄を続け， 時に

はベトナム・ラオス・タイなどインドシナ半島全
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域にその勢威を誇ったアンコール主朝臆代の主は

だいたいにおいてこの地の近くに主都を構え， そ

の間，全国に道路網を敷きその各駅に宿泊所を設

ヴ，病院を建設し，また今日に残るアンコール遺

跡群を構築したのであった。それらのうち，たと

えば12世紀前購にはスールヤノヰ／レマン三世（Surya-

varman II, A. D. 1113～ca. 1145）によってアンコ

ール・ワット（AngkorVat）が建てられており，中央

にノ＼イヨシ（Bayon）寺院を配し一辺3キロメート

yレの正方形か「〉成る大都城アンコール・トムは 12

世紀後半にジャヤパ1レ7 ン七11ト(JayavarmanVII, 

A. D. 1181～ca 1220）によって王国首都として造

営されたものである。

さて， このアンコール時代の王たちにとって，

最も重要な問題の一つは多くの人口をかかえるヤ

ソグラプラの都に飲料水を供給し， 周聞に広がる

広大な面積の水田に謹慨用水を確保することであ

ったり海に近接して直接海路による諸外国との接

触が容易であり，通商貿易も盛んであった扶南と

は異なり， 内陸部に中心をおいたアンコール王朝

の場合はとくに農業こそが王国繁栄の経済的基盤

として重視されることとなった。

アンコール時代の農業は扶南時代以来の伝統を

ひく水間耕作であったが， 水のコントロールの場

合，扶南とは異なり，高所農業であったために排

水事業はほとんど必要でなく， いかに必要最；の水

を必要h際に水聞に分配ずるかと Lう法瓶事業が

もっ（まら113題となった。そしてその護紅用水確保

のためには PhnomKulen山から発してトンレ・

サップI胡に注ぐシェムリアップ0Jll(StungSiemreap) 

から引水している各寺院の濠の水だけでは十分で

なく，，j、河川｜を堰止めて貯水池を作ったが〈泣け，

それでもなお水量が足りず， どうしても大きいノミ

ライ（Baray，カンボゾア詩で人工の貯水池の意）の檎
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築が必要であった。

すでにこの点に着目したインドラバルすン一世

(lndravarman I, A. D. 877～889）は，その即位直後

に当時の首都 Hariharalayaの北iこ，ロルオス州

の氷を利用して東西3.7キロメートノレ，南北0.78

キロメートルの大貯水池 (Indratatヨka）を建設して

いた位io) C第3図L今日この貯水池は干上がり，

わずかに堤防の痕跡が認められるにすぎないが，

「Loleiの BarayJという名をその地名に残して

いる。インドラパルマン王がこの大貯水池を構築

するに当たっては， おそらく古く扶南時代からこ

の国の各地で小規模に行なわれてきた貯水法を一

挙に大規模化することによって， 増大した首都お

よび近郊水田の水需要に応えようとしたものと思

われる。そしてこの方法の成功によって，かれは

I後のアンコールの王たちに水利事業の模範を示

すーこととなった。

第3図 Hariharfilayaの都城と貯水池（Indratarnka)

のプラン
RARAY ORIENTALへ

AN<,KORハ a

貯4くt也田LOLEY

INDRATATAKA 

－一一←←一一一一 一寸「一一一一一一

PRAH KOIIIL嘩ド二二

＝＝二一一一一＝一ーとこご口三ごご土ご三二＝二二ご
一寸tmrγ1ニ」1ITπ一一一一一一一

BAKONGIII L三二:n三二 II 

l'R. !'REI MONTJ用ト
口↓TONL{SAP;,¥IJへ

TRAPEANG PHONG 

ロPR.SVAY PREAM 

（出所〕 原図； L.P. Bri山 s,The Ancient Khmer 

J,,mpire, Philadelphia, 1951. 
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第4図 （、hokGar日yar(Koh Ker）の都械と貯水池

'Rahiil）の戸ラン

十
。l'R.B¥NT子＼.YPIR CHA山

PR. l’RAcl ll 
（出所） 原図， L. P. Briggs, The Ancient Khmer 
Empire, Philadelphia, 1951. 

このインドラパルマン一世のあとを継いだヤソ

バルマン王は前述したように都を Hariharalaya

から Ya<;:odharapuraに移した王であるが，がれ

ばその在位中（A.l l.邸9～900）に首都 Ya<;:o<lha-

rapuraの東方，シ三ムリアッ 7。JI！の近くにその｝！！

がらう｜水 fる東西7キロメートfレ，南北1.8キロ

メートルという前記 Indratat且kaよりもはるか

に大規模の貯水池（Ya,odharatataka）を完成させ

てνる（註11）。この貯水池は通常東ノミライ（Baray

Orient.al）という名で知られてヤる。おそらく東ノミ

ライの構築の際lこもノェムリアップJIIのJllff11は相当

改変せられ，現在見られる川筋に近い形にされた

ものと推定される（第5,6図参照〕。

さらにその後約1世紀半を経てウダヤーディト

ヤパルマン二世（Udayadityavarm祖 II）の時代（A.

D. 1050～1066）にはすでに貯水池として役だたな

くなっていたかも知れない東ノ宅ライに代わり， あ

るいはそれを補充するために， 今度は都の西側に

東西8キロメートノレ， 南北2キロメートルの新貯

水池西ノ守ライ（BarayOcciden出）を建設したのであ

ったの

このほか大規模なパライを構築した王として

は，一時アンコールを離れてその東北方80キロメ

ートノレの ChokGargyar （現在の KohKer）に都し

たジャヤパルマン四世 (JayavarmanIV, A. D. 921 

～94りがあげられる。かれはやはり都城近くを流

れる StnngSenの支流を利用して飲料水および

港甑用の貯水池をいくつか建設しているが， その

うち最大のものは Rahalと呼ばれる東西560メー

トyレ，南北 1.2キロメートノレの大貯水池であった

｛法12)（第4図参照）。

ではこれらのパライはどのような方法によって

法築され，立のように利用されたのであろうか。バ

ヲイは土地の掘削によってではなく地上に堤を築

いて作られたことが碑文から知られており（注13),

雨季の降雨とシ且ムリアップ川から引かれてその

貯水池に溜められた肥訣泥土を含んだ水は，年間

を通じてとくに乾季において必要な時にはいつで

も土地の自然勾配によって， 先に堤を築くための

採土用に掘られた穴を水路として導水され， 個々

の田に達していたと考えられる。このように導水

路の水準を水田よりも高い所仁おき， 自然勾配を

利用して導水する方法は貯水池からだけでなく，

河川からの直接導水の場合もまったく同様に考産

されたものと思われる。

このような水利網はいうまでもなく濯瓶のみな

らず， 同時に洪水の把濫を防ぎ，交通にも役だっ

たのである。大規模な建造物の建設の際はまず周
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聞の漂を掘り，そとに既存の水路から：:1くを引いたり

一方掘られた土は建築士台の盛り士に用い／；）れた

のである。しかるのち， その盛り土されたこ土台の

上に濠を通って容易に運び込まれた資材により開

方から建築が進められてk、ったのである (ill九 か

くしてこのような涼に閉まれた大宗教建造物の新

規建設は単に宗教的意義をもつのみではなく， そ

れ自体濯i既摘の更新ないしは拡張を意味し， それ

によって王国の繁栄を保証するものであったので

ある。

以上のようなアンコール時代の水利網の A 部は

今日でもなお現地において遺跡としてみることが

できるが， アンコール地域全体におよぶ詳細な水

利網の存在につL、てもその痕跡がフランス入学者

の航空調査によって確認されている注l九また当

時使用された石造水門の遺跡が発見されたことは

この面での解明に貴重な頁献であったはU6）とし、え

よう。こうした点につL、ては筆者もまた現地で政

認することができた。 13tせ紀末に中間元朝からの

笹節に随行してこの国を訪れ， 帰国後にその際の

見聞を基にして著わした周達観の F真蹴風土記1

には「大抵一歳中有可三四番収穏！とあり，均時

このl耳で年間三ないし四毛作が行なわれていたと

とを記しているが， このような集約的なすっ地利用

は上述してきたような高度の技術に支えられた潜

紅網の完備をまって始めて可能であったといえる

のである。

かくてクメール帝国の首・都アンゴールは政治，

軍事，交通， 商荒の中心であっただけでなく，土

地の集約的利用を可能にする水利隅の総体であっ

た。歴代の王はフーナン時代以来の伝統に従って，

虫；業生産力増強のために水路を掘り， 池を作り，

堤を築くなど次々と新たな水手1］家主に力を注ぎ

（注17), またそのぎ業の維持に努力を傾注したので
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ある。石市文には，ある王がかれの関向1］した貯水池

の維持を後の者に願って「この慈善事業を守れ…

予に対する敬意により， この池の数少なき番人「〉

を虜として連れ去る勿れ， また彼等にL、かなる柿

-:tiをも与えぬことを一，予は知れれ懇願とは死

なり。王者にとりては殊更に死なれされどもそ

れは必要なり。｛可左なれば聖なる大義に死するは

芹き人々のための思慮なり。 されば，予は汝等に

懇願するなり。 rk等距むことなき者たちょ／Jと

記している (1118）。

ケメール帝国の中央集権制はこうした水利事業

に統一ある共同労働が必要であったことに基づい

て生主れたものであり， 王が神と人を仲介する地

上の沖（devarぇja）であり， 王国全士の唯一の士地

所有者であるとされるのは， こうした水利支配と

いう現実を反映したものと考えられるのである。

王はその宵僚に命じて法律を制定し裁判を行な

い， J：±也を分配し (11'19), 農業！持を作成して，最も

合理的な濯概農業の展開を図ったのであった。

アンコール時代の諸王が水干I］事業を霊視したこ

とにつし、ては， かれムの水に対する信仰とし、う宗

教的意味を無視することができない。稲作農民で

あるケメール人の宗教はインド的概念や用語を借

用しているが， 本質的には農業神，水精への信仰

であったとす号えられる。現在もとの国最大の国家

的年中行事として雨季明けに行なわれている［水

祭り iは，アンコール時代からの水信仰の伝統を

引き継いだものであるのまたアンコール遺跡に数

多く見られるナーガ（N,1g＂，竜蛇）の f象i士ヘピ争［1の

奮を＇Ff-したものであるが， このヘビ神こそ水の祢

の象徴なのである。さらに水利網と関連してアン

コール時代には手L海撹件の象徴が盛行していたこ

とも;t］：日されてよいであろう。

ところで， 以上のようにクメール帝国の繁栄の
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基盤ぶまったく隼約的／な；聖夜会主に依存してし、た

ことはどうしてもその繁栄を不安定なものとする

きら 1ぜ、があったヲすなわちその水利組殺の管理が

順調に行なわれていた問はそれが帝同の繁栄を保

証しえたがなんらかの政治的あるいは内然的条件

の変化に kっていったんその紐織の管理に破綻を

きたすとたちまち帝国の衰亡を平める弱／，（となる

からである。ポ実 1:¥11そ紀末にはすでに始支ってい

た西陣新興国ケイからの攻~－はその後しだいにケ

メール寸if寸の巾央権力を弱化させ， 求手lj網の維持

を｜珂離にしたのである。 さらにまた水平lj施設の老

化は異常な降雨，水位変’動（と〈に｛絞れ＊路の永Fr

のft＼下）；二より，たち :E.九政局を1'Hv、fこと r;えじれ

るのその推定を裏付ける江戸「：としては， アンコー

ルが洪水になる伝説が 16［廿紀以来カンボジアに存

在しといること， あるいはまたシヒムりアソゾJII 

が川 ~｝］ を変えたことは今日に残るアンコ』 J\, 時代

の惜の遺跡が現在の流れと約 ；－＼（） 」ートルずれた付：

百！こtftEしてL、ることから明人かで‘あるこ土， さ

らには航空調査でもラ 確実な年代は不明ながら，

マンコール時代の水利機構遺跡に洪水の痕跡九し

きもの7,;Jiめt,itること（「l日0）などがあ：fムjLる。

こうしてきしも勢威を誇ったノi／ール帝同どその

文明t., タfからわ攻怒と lヨ黙の大変動とによっ

て‘ 14ill：紀から急速にその宍退期を迎えるに不，っ

たのであるコ数TI年にわたるん競技珪築事業や戦

乱の連続から上うや〈顕在化L始めた同力の痕弊

や国民の不満， さ九には小乗仏教の導入によ〉て

1二ンホー教・大乗仏教からの改宗が始玄り， 同民

円神王「devar:,ja)・＇.＇；を拝がすたれ始め主権力、；弱｛ヒし

てきたこ Eた巴 当時のカンボジアにおける間内

の政治・文化的諸事情こもいっそろこの間の衰亡を

早める要因になった左思われる。

14 ii刊己中葉にアンコーノレは －時ながらタイ fア

ユチア主格〕軍に占領されており（lt:21），そしてつい

に1411年のタイ軍の大攻撃を契機として， 当時の

カンボジア国主 PonheaYat王は首都としてのア

ンコールを放棄するに至ったのであった。 こうし

てアンコール時代の繁栄はそのピリオドを打たれ

たのである。

〔1]'8) G. C町 dt'・s,Les dats hindouisi's d’＇Jndo-

rhine et d’＇Jndon/sie, Paris, 1964, p. 192. 

（た 9〕 前！！！そ壊ILめて貯水池そ作っ t：例が伸文に

見えろ。 Barth& Bergai日nP, lnsrriptions sanskri 

trs du Champa et du Camho♂ge, Paris, 1885～ 

18Cl:l, p. 116 :A；開。

(/UO〕 ］hid.,pp. 297～310. G. C《,ed,'s, op. cit., 

p. 206. 三の111，.の中央のnに A.D. 8931［＇，ヤソパル

マンヨーに上って Loki寺院が理-:r.ぎれた。

0111) Barth & Bergaigne, ibid., pp. 413 et suiv. 

( /112) JI. Parmmtier, L’'Art Khm／ァ classique,

t. T, Paris, 19:'19, pp.15～20.れ P.Brig巨s,The An-

rient Khmげ Emf>irrラ Philacklphia,1951, p. 117. 

ぐitl3) G. C,,edc's & P. Dupont, "L伺 sh、・lesde 

S,lok Kak Thom, Phnom Samrlal《etPrnh Vihcar”， 

REFEο、43,194::1, p. 103‘ 

(?i 14) B. T'. 1.rosli<'r, Angkor et le Cam再odge

au XV!r siん、led'af>r.'s les sourres f>ortugaises et 

円 f>agnoleに P九ris,1958, p. 112. 

行1,1s) 三，勺而でどア）研すぞに最 1，貢献 Lh，内（H耳棋の

アントル）賢防保存'f,B. P. 1.roslier J々 であろn かれ

「，1可f宇 l1X:耳きでもろ 7 ソヲール地域でのクメ－ JL・R寺fその

71':壬i!柄パ，］匹税関（t校内 2著作にij'.：芦れていろ。

TI. T'. Groslier, Angkor, homm円 etpi err es, pp. 28 

～29の冷 2向。 R T'. Groslier, An‘gkor rt le Cam・

'7odgP au XVle sihle d'af>ris lPs sources f>ortugaisrs 

et !'sf>agnol代 Pari只， 1%8,pp. 110～111、h nr什符

号’q 同れ々F・?'f rJ'J Jll. Jtl, M l'i'仁「っアれ， 三fアラ Grnsli門

「モグラ研’1E'I（雫：tct f 》 t：ぐ手当 t,t, (}) ／：芳子＇. ,. 11ろc

011め かつずわアソゴール）畏林保tj''ffG. Trouv,・ 

1でが BaraiOriental :Itカグヲクセム？！？ソヅ！！！ィ、発貝

I. t: (REFπο，Vol. 33, 1933, fasc. 2, p. 1 l 26)o 

ぐれ石、F水門については；矢内 Pn¥Rup何日？）（に記；7ち

があ丸。 G.C町《12-s,lnsrriptions du f守amhod[Ze(J、l

下 IC /: 略記するヲ， Vol.I, Hanoi, 1937, p. 139禿昭。

(lt:17) 7ことえば以下の砕文に関連記述が見えろ。
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C. Co:di』s,IC，も＇ol. I, p. 25, JC, Vol. 5, p. 312. 

心配des& Dupont, op. cit., pp. 99～100. 

u仁18) Barth & I3ergaigne, oj,. cit., pp. 502～503. 

なJj¥'. （干oloubew，“L'Hyclraulique urbainc ct agri-

cole i, l’ep円querles rりisd’Angkor”， Bulleti月 Econo-

mique de l'lndochine, 1941, fasc. I, pp. 9～18ぢ将。

（／上19) rn：塙「 ｝.＇ ンぷジア一六可IJ/J；、考J，『史宇研究』

？と75＼），広島， 1960i!l YI, 32～34ベージ彦、 ~o

〔じ.20〕 B F'. Croslier, Angkor et le Camhoclge 

au XVle sicde d'apres les sources portugu日目 et

ιψagnoles, pp. 119～120. 

(i: 21) W. A. R. Wnod, A History oj Siam, 

Lorn！ο11, 1112G, p. fi5. c;. c.:.,・dcs, Les <'tats hindouis,'s 

d’Inda「hineet d'lndοn，百ie,p. 425. 

IV 15世紀～191世紀巾葉のカンボジア農業

1431年に PonheaYat王が首都アンコールを放

来して部をメコシ川沿岸地帯の SreiSanthorペ3

Chadomukh （現在の I》llllom-l'enlt）へ移して以後

のカンポジアrt‘絶えずタイからの圧迫に苦しみ，

I d店主も去亡の一j主主：たどった。しかし IGl!t紀前葉

に即｛立し？こ An応仁han~El土ロペック（Love！、）に

部を甘み， 森企切り開いて開墾をi！め，池を抱iる

など農業生産にk＼、に；立を出いでおり（注22），また

タイを攻撃すーるなど一時この国の勢力を挽回し

た0 －山、で Satha王のfl年代，おそくとも 1576{f，に

は王宮が再びアンコーノレ・トムに移っていたこと

が当時この同を;t/j,lLたスペイン人， ポ／レトガル人

たどヨーロ、ソノf人の記録か九知られる <ii2::) 0 そこ

ではアンコール時代の水利綱の一部がたお活動し

うる：伏態にあり『 それが（［安侮され利用されていた

らい‘、（・I 21 ＼し i~ ミし問もたく， タfからの圧力で

Satha王は再びこの地1(放棄せざるをえなかった

のであり， 1593年；こはその王ff]＼ロベックがタイ軍

に上って陥落させられてヤる。この時以来，アンコ

－！レの地が力ンボジアの下F 都として復活する機会

は再びこず，かつて繁栄したこの王都も以後の300
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年間近くは自然の猛威のもとにさらされ深いジャ

ングルの中に壊もれるところとなったのである。

1593年のロペック陥落以後いっそうこの国に対

する影響力を増したタイに加えて， さらに 17［吐紀

以降の力ンボゾアは東隣のベトナムからも圧迫を

受けるに至り， ここにi主力はし、っそう衰亡してい

ったc こうして 19世紀中葉までのカンボジアはベ

トナム，タイといった優勢な東西両隣国に挟まれ

てその独立は絶えず危機にさらされ， 領土は蚕食

され， ii11大国間の勢力角逐の場になり下がってい

たのである。その間国土は荒廃し，戦争による死亡

土捕虜として多数の国民が位致されたことによっ

て人口は減少し， この間の主産業たる農業におい

ても耕作放棄が多く見られ， したがってその生産

力は大幅な低下を余犠なくされた。そこではアン

コール時代のような国家的規模での集公的かっ集

約的な謹瓶農業は完全に姿針隠し， わずかに自然

条件に依存しきった水田一毛作が村落単位のゆる

L、社会的結合のも左で綿々と続けられてし、たので

ある（/_l2S)0 この間がフランスの植民地支配下には

いる直前の 1850年にこの国を訪れた Bouillevaux

（；上26）れその10年後 1860年にこの国を旅行した

Mouhot i丸いずれもこの国の土地利用の粒放さを

記述しているが， Mouhotはそのことを「ゆるが

せにされた土地jとし、う言葉で表現している (I士山。

アンコール時代の水田は必要な際には絶えず供

給される謹蔽用水の中に含まれる養分tこより， あ

るし、はまた濯蹴用水の供給そのものによって活発

化する土壌の還元作用によって大きな土地生産力

を維持することができたのであるが， この時代に

おいては濯慨もほとんど行なわれず， まったくの

粗放農業に終始したために， 当然のことながら土

地はラテライト化して固くなり， 痕せて，その生

産力も低落を示すに至っていた。
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しかしかかる条件下においても，幸いにも自然

降雨とメコン川の定期的把濫により， とくに後者

の存在のおかげで， この国の米作はある程度の生

産水準を維持し，米不足を招来するといったよう

な事態ねついに起こらなかったようである。 16世

紀初頭のポルトガル人TomePiresはカンボジアに

は多量かっ良質の米を産すると記しており（脚），

同世紀後半にこの閏を訪れたヨーロッバ人たちの

記録には， 米をこの閣の輸出品の第1に数えてお

り（注29），また 19世紀中葉にこの国を訪れた前記

Mouhotは国内各州の大部分は地味が肥えてお

り，とくにバッタシバン（Battamb担 g）州の米はメ

コン・デルタの下コーチシナ醸のものより優良で

あると記しているのである位制。

（注22) Andre ¥ligot, Les Khmers, I-三tris,1960, 

p. 220. 

（注23) B. P. Groslier, A舟igkoret le C即時bodge

au X γlど siecled’apres les sources portugaises et 

e学•agnoles, Paris, 1958, pp. 20～23. 

（注24〕 lbi・d.,pp. 105～107. 

（注25) 稲の植Hじゃ収穫グノ場合などは現在でもこ

の国にはわが悶の「ゆい」に相当する慣行があり，共

同作業が行なわれている。 16世紀の DoCoutoは浮稲

の収穫が共同作業として行なわれていたことを報告し

ている（B.P. Groslier, ibid., p.162.）。

（注26) C. E. Bouillevaux, L’＇Annam et le Cam-

bodge, ＂’oyages et notices historiques, I九uis,1874, 

p.92. 

（注27) H. Mouhot, Voyage dans les Royaumes 

de Siam, de Camhodge, de Laos et autres parties 

centrales de l’＇lndochine, Paris, 1863. （邦訳 212ベー

ジ〕

（注28) 1¥rm皿 doCortesas, The Sumaοriental 

of Tome Pires and the Book of Franα・sco Rodri-

gues, London, 1944, 2 vols., Vol. I, p. 112, Vol. II, 

p. 390. B. P. Groslier, Angkor et le Cambodge au 

X Vie siecle d'apres les sources porlugaises et 

espagnoles, p. 143. 

（注29) B. P. Groslier, Angkor et le Cambodge 

au XVle siicle d'apres les sources porlugaises et 

espag河oles,p. 162. 

( /130) H. Mouhot, op. cit. （邦訳211ベージ〉

V フランス統治時代のカンボジアに

おける農業水利事業

l. 第2次大戦末までの時期

数百年にわたq てタイやベトナムなど近隣諸国

からの圧迫に悩まされてきたカンボジアは，速く

の強大国への保護要請という呂的から 1863年つい

にフランスの保護領となり， 1884年の新条約を経

て実質的にその植民地支配下にはいるところとな

ったo以後， 19日年の完全独立獲得まで90年聞に

わたってカンボジアはフランス統治下におかれて

いたわけである。この間，［i,J国はベトナム（当時の

トンキン，アンナン，コーチシナ〉やラオスとともに

いわゆるフランス領「インドシナ連邦J(1’Union In・ 

dochinoise）を形成していた。

フランスのインドシナ経営はベトナム中心をそ

の特色とし， カンボジアに対しては，ラオスとと

もにタイに対する政治的緩衝地帯としての価値を

認めるにすぎなかった。したがって， その経済開

発上からも， とくにこの国を重視して特色ある開

発政策を実施したような徴候は見られなかった。

工業開発らしきものにはフランス統治時代を通

じてまったく手がつけられなかった。農業開発国

におヤてもほぼ同様であったが， ただこの国が古

来卓越した農業国であるところから， 工業面にお

けるよりはやや具体的な開発策らしきものがわず

かながらその統治の中期から末期にかけて実施さ

れた。土地制度の整備，交通網の建設，稲作やト

ウモロコシ栽培ーの進展に関する試験研究， 紅土地

帯へのゴム栽培の導入，農業水利事業の研究・実

施，農業信用機関の設立などがそれである。

37 



1967110040.TIF

この時代のカンボジアにおける農業水利政策の

11!当実施機関は力ンポジア水利航行員（Arrondiss【」

J1ent de l'l lydraulic 

｜認における農業水利事業の着手は 1930年代にまで

おくらされたのであった。

た。当H寺フランス領インドシナ総督府の土木総監 、業水利問題が注悶され始めたのはそれより早く，

部（In日!l配 tiongen行aled白 Travaux l'u＇山・s, Gou 

,emement 鮮民rald日 l’Indochine）の統轄下には，

トンキン土木局， アンナン土木局と，淀んで，コー

チシナとカンボジアをその管轄領域とする南部 7

ランス領インドシナ土木局と南部フランス領イン

ドシナ航行・農業水利局がコーチシナのサイゴン

に設置されていたが， カンボジア水利航行局は後

者の分局にすぎfよかったのである｛注3コ。これによ

っても， 当時のカンボジアがプランス側政府によ

ってコーチシナの後背地帯としての地位しか認め

られてし、なかったことが容易に推測されふことと

思う。当時，カンボジア産の輸出米はすべてコー

チシナのサイゴシ，シヨロンに運ばれ， そこから

「サイゴン米」の一部として輸出されていたので

ある。 カンボジアλ人トウモロコシ輸出の場合もま

た同様の経路をたどった。

さて， カンボジアにおけるフランスの農業水利

事業であるが，その右手は 20iU：紀初頭より開始さ

れたベトナムの場合に比べて著しくおくれてい

る。降雨やメコシ川本・支流の氾濫4えを：刊用して

行なわれるまったくの自然依存的粗／欧米作が当時

のこの閣の最も主要な農業形態であり， それはき

わめて少ない収量 L平均ヘクタール当たり 1.02トンj

しかあげえなかったのであるが， それでもこの間

の人口が少なく（1930年ごろ，277万人〉，人口密度も

小（国土総面積18万1035平方キロメートルで 1平方キロ

メートル当たり 15人）であったので，なお余剰米（12

万トン）をコーチンナ方面に抽出する余力があっ

たこと， さらには経済開発における上述のベトナ

ム中心政荒ということもあって， けっきょくこの

38 

第 l次世界大戦終了直後のことであったらしし、。

「開発の時代」という名で呼ばれるこの時期に，

ようやくフランスはカンボジアの経済開発につい

てもお’慮を払うに至り，品業水利事業の可能性に

ついても国内数カ所において調査を行なったよう

であるコ 1920年代初期までに調査された農業水利

プロジヱクトとしては，①トンレ・サップ（Tonie

Sap）計画，②メコン本流の水を右岸のセンJI((Stung 

Sen），チニット川（StungChinit）に轄とし，それら

の沿岸地域を瀧慨する計画，③プレク・トノット

(Prekγ！mot) ;lhctij，④チュロンJI!(Prek Chhlong) 

の利用によるスオン平原（Suong,Kompong Cham 

針。の泌瓶計1,tij，などがあったが(lt32ういずれも

まだ調査の段階で， 具体的に着工されたプロジェ

クトはい A つもなかった。

i陀界恐穫を経た 1930年代にはいってからようや

くカンボジアの農業水利プロジェクトはその具体

的建誌をごみるに至った。 そ；／＇Lらプロ♀ェクトの規

模は今日国連によって実施されているメコン川総

合開発清西のごときものに比べるときわめて小規

模であり，またその形態も各地の地理的，水利的

条件によってさまざまであったが，大別すれば，ま

ず低地域では，④メコン本流域での雨期の急激な

氾濫水から農業地帯を防御する工事，あるいは，②

メコン川の後背湿地（先Iii下地帯）に肥沃な氾濫水を

導き沈澱させるための水路掘削（沈記准擬）事業，あ

るいはまた，＠雨季の泊離水の水深が深すぎて耕

作不可唱となる地域での乾季稲栽培ーのための溜池

建設，さらには，④タイ湾沿岸の低地農業地帯にお

ける堤防構築による海水防御工事， などがあり，
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一方，高所の農業地域では，⑤小河JIIを利用（あるい

はそれに溜池を併用）した瀧概網計画が立探・実施

された，ということポできょう。

そしてこれらのプロジェクトの目的としては，

当時のカンボジアの最も主要な農業形態である米

作の実情（第2表）に鑑み，まず米作とくに雨期米

作のw柄の安定・増産を目ざした。当時この国の

米作は頻発する自然大災害一一一降雨の最とタイミ

ングの典常一一ーにより， 大災害のない平常作に比

べると平均して 15%も少ない額しか生産しえなか

ったのである。ヘクター；l,当たり収最も先述した

ように1.02トンぐらいにすぎなかった（なお第3表

参照〉。このような米作における作柄の不安定，低

収量を改善するのがとの国の農業水平lj事業の最も

主要な目的であった。 このほか未来！？地の多いこの

国にあって，水の過多・過少により従来耕作不可

能であった土地を耕地化すること， あるいは従来

の雨季一引乍地帯に乾季の裏作を導入して二毛作

地化すること，農業の多角化という ｝；；＇，で重要な畑

作物の増産を図ること， などが意図されていた。

以上のような目的と形態をもって開始されたこ

の国の近代的農業水利卒業は， 1939年の第2次設

界大戦の勃発や1941年の H本軍の ）Jンホジア平和

進駐後も，依然としてフランス側のイニシアチブ

のもとに引き続いて推進された。そして第2次大

戦も終末に近い 1945年 3バ9日の進駐日本軍によ

るフランス側からの政権奪取（coupde force）に

よって， すべてのフランス側事業は停止されるに

至ったのである。

いま， 以上のフランス統治時代，とくに第2次

大戦終了前の期間を通じて実施され， あるいは調

査されたカンボジアの農業水利プロジェクトにつ

いて， 各種文献と祭者の現地調査とに基／-51t、て，

おのおのの事業内容をみれば， 大約以下のごとく

第2褒 1930年ごろのカンボジアの米作状況

｜平常作｜議欝
平均作付面積 179.9 万ha

生Iii ts 5 ［！れ；誠i
ヘクタール当たり収量（粒＼ 1.2 トン Ii. 
平均｜
雨準水間 I1.日トン

産i霊言葉 EI i：訴乙
生 産 高｛籾） 196.0万トン戸1.5万トン

！醸 造 用｜ I 3.0万トン
消極子（（クターノレ当たり45kg)I I 3.5万トン

｜役畜用および消耗｜ I 3.0万トン

［糧食用（出品当た9)¥ ¥oo.5万トン

I 輸 出｛籾） I 112.0万トン
変I・ 、一一 今 一一一一一←ート 一一一斗一一一一一
｜合 計｜ 182.0万トン

（出所〉 Yv白s Henry, Economie agricole de 

l'Indochine, Hanoi, 1932 （邦訳中巻51～52,140

～141ページ）より加工，作成。

第3義 1930年代のカンボジア米生産統計

年 次｜作付面積｜生産高崎a当たり
(!9.QO ha) ( 1000トン） I i校長（トン）

1931/32 615.0 485.4 0.79 
1932/33 681.0 761今2 1.12 
1933/34 624.0 466.5 。会75
1934/35 714.0 515.0 0.72 

1935:~6 694.0 602.0 0.87 
1936 7 684.0 524.0 0.77 

1937:~i 779.0 779.0 1.00 
1938 785.0 795.9 1.01 

（出所〕逸見重雄『仏印の経済資源』。原資料は
International Yearbook of Agricultural Statis，“ 

tics 1935～1940年版。

である。

(1) 完成されたプロジェクト

A 氾濫水防御

Lイ） Choeung Prey (Kg-Cham州）

メコンJII本流の右岸に位置する低地帯で，毎年

雨期の氾濫水の長水による枯死から農作物を保護

するため 1137ヘクタールを四角形の堤防（Batheay

から Phaを経て Soutipへ，さらに Skounへとつな

がる）で囲んだ。こうして洪水を排除すると同時

に，堤防に設けた調節水門によって必要な水をコ
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ントロールし， 米作の安定化を凶ったのである。

1943年に若工し，翌1り44年に完成したCi:、Tl）。

B 沈i尼i監獄（c口lmatagc)

（イ） Koki Thom (Eandal :!II) 

dコン本；71ti;',,,,Ki巴n-Svay君lli名古iiの後背；'luリ也

畑作地帯へ肥沃江戸己土を含むメコンの出品7Jえをi淳

き， l'L:土を堆積させてその地を！！巴沃｛ヒさせようと

L、うプロジ工クトで， そのための導水路が切り日H

かれ調節水門乙‘建J立された。 1943年に実砲。

C rfii:水防御

（イJ Prey >lop (FampotイII)

タイ湾沿岸の低地帯で， 塩分を含む，｝（により

！告が阻害され之，ので， 堤防を築きi主流防止i必HJを

設けて内；）（｛Jf~t を行なし、 i毎水の侵入を防御し上う

とした。 ＂十11111全体で、；上 1万2000ヘクケーノレをりパ

」するが， 19:3：~年かん 1937年にわたって実胞され

た築堤による防御面積は 5600ヘクタールであ－－＿，

た。第 1［：｛，わら弟、5ばまでにぱ分されてし、る（Liコ1）。

D 消池によるii/Jc祝組織

（イ） Ifornpong-Sne (Prey Veng 1'11) 

雨期のメコンJIle'〕氾i1~i水を比了間池（約 i {('UL)Jメ

トーノレノに残しそれを i、流出り｛）ヘクアール山位手

稲（11月～；3)1 j水旧；二白然流下により湛i慨しよう

という：汁凶である。 この形式のiii段プロジ r クト

は以下のように大部分，U' y1小規模の仁ちである。

（ロ） Traing Kraing貯水池（Kg-Cliarn州）

貯水量＇.WO万立jJメートノレ， Tm政面積三らo－，クタ

－；レ。

(;~ Snai Pol貯水池（PreyVじngJ十［）

貯水l-rk200万立方メート／レ， i¥/i概面積之02ヘクク

ーノレ。

（ニ） l3at Rokar貯水池（’l、akeo）十［）

貯水珪900万立方メートル， i者：椛面積100ヘクタ

ーノレ。
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（持 LornChang貯水池（Takeo)+I) 

貯水長1350万立方メートノレ， i雀斑面積2500ヘク

ターノレ。

N Kε－ Sleng貯水池（Takeo・HI) 

貯水：；＼：1100万立方メートノレ， i葬j銃面情1200ヘク

タール。

（ト｝ Takeo市貯水池（Take口チH)

貯1ktil:9CX）万立法メート／レ， iw概面積900へクタ

－；レ。 Takeo市の場合，貯水池の水は濯献ととも

に Takeod1の都市水道用水源としても利用され

ィーいプ
'--v’／＂）。

E 小川J11から取水する濯蔵主U:U後

Lイ） Bove] (Battaml,ang什I)

l¥fon只korBorei J 11から Bove！付近にダムを

構築して分水し，これを 50キロメートル以上にわ

たる導水路を過して下流にある低い水田地帯3万

ヘクれノレに配水しようという計画である。 1935

年に一部完成，使用を開始した（受益面積2万ヘケ

クール〕。かくてこの地域は鉄道沿線とし、う交通J:

の手I]，（~とともに将来早魅に苦しむ危険もなくなり

士壌の比較的）JE沃としウ長所を発揮して， 一躍米

作におりる市産をもたらずに至った。 しかし，当

地域It19-1l>f 3月以後第2次大戦後までグイ舗に

編入主れていた。

（ロ） Barnnak Kamreng (Pursat州、I)

瀧紙面積2000ヘクタール。

やす Khya (Kg-T、horn十II)

潜椛面積GOOヘクタール。

(2) I：：事進行中のプロジェクト

（イ） Baray Occidental （メremreap州）

19；ロ～33年の考古学的調査の過程で，前述した

クメーノレ帝国時代の水利遺跡を発見したアンコー

ル遺跡保存宵 G.Trouve l｛からのコンタクトに

より， カンボジア水平I］航行局が中心となりインド

シナ稲作事務局などの協力をえて， この過去の偉
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第 5鋼 戦前プランによる BarayOccidental濯翫網劉

Zone ouest 
(Riz flottant) 

z。neSud 
(Ri, d，•討a1snn sec he) 

；）.， 拘l

〈出所〉原図：カンボジア農業省農業局農業土木部。

新rn－ 01234:ik回

大な水利遺跡を復興し，現代の農業開発に利用す Occidentalと呼ばれる貯水池に流入する。 Baray

るという歴史的意義の大きい樺瓶計画が作成され Occidentalからの導水路については二つの幹線水

るに韮った。 路が考えられた。まず第1幹疎水路はその取水口

この計画によれば， シ且ムリアップ川に分流ダ を池の周辺南堤防の西端から 3分のlの所に設置

ムを一つ構築し， このダムの上流右岸に取水樋門 するもので， これは国道の南側に位置する地帯の

を設ける。この樋門から分水された水は最初に方 一部の擢棋に必要な水を導くものである。第2幹

形の AngkorThomの水濠の北部を東部から西部 線水路は池の周辺堤防の西南隅から発して第1幹

へ流れ，左折してこの水濠の西部の北半部を通っ 線水路による擢：現地帯の西側地域の濯概に充当ぎ

て AngkorThomの困問に達する。この水路は， れる。以上の二つの幹線水路は魚骨の形に胆置さ

Angkor Thomの西門で右折し，西流して Baray れる支線水路をもっているく第5図〉。なお擢概緯
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面積は l万3飢泊ヘケケ－1レ， iTi期の米ff安定化ど

斗毛作の導入が期待された。

以上のような内容をもっ計画が入念に作成さ

れ，その長初の工事が 1937年から開始、された。この

工事は第2次大戦中も引き続いて行なわれたが，

1945年日）］までの-r＿・，与の進捗状況は？火山土おりで

あった(l:_:l,,)0 

19:l7年 クナート（khnat）に取水扉門（vannede 

prise）一つを建設。

1939年 分流ダムより貯水池に至る導水運河の

掘削，［日道 105号線上に橋－－＜）を建設c

1940年 シェムリアップJllからの導水運河の起

点に取水樋門（ouvragedeド出c）一つ土

さら仁この運河が貯水池iこitぎ込むJt1

所に調節櫛門（ouvragecle日arde）を建

設。

1942～43年シェムリアップ Jii畔に分流ダム

!Barrage de derivation）ー〉を建設。

1944年第2幹線水路にサイフォン（I.use)5, 

調整堰（barrageregulateu刊 decl心bit)2 

を建設。

1943～45年導水幹線の一部，および4154メー

トル』こjJたる第2幹縁水路の掘削。

以上の諸工事は本湛概計山に含まれる金工事か

ちみれば， 最初の小部分の工事にすぎないのであ

り， なお多くの穴すぺき工事が残さわていたので

ある。

(3) 誠1査されたプロジェクト

(,() Tonie Sap計闘（Kg-Chnang州）

上述したように，第1次大戦直後に調査された

が，本；汁11可は濯概用としては布用でたいと判断さ

れた。その理由は，①自然流下瀧瓶を行なうに十分

な勾配がないこと，②太湖（（；randLac）周辺の住

民の生活を破壊する，③公衆衛生上危険である，
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④効果に比ベて費用がかさみすぎる， などの点が

あげられた位36）。

（ロ） Stung Sen, Stung Chinit計闘（Kg-Thom州）

1920年代の初期に概略調査の結果が判明してお

り， 本プロジェクト実現の可能性について希盟的

観測がもたれたが，なお，詳細かっ長期にわたる調

査の実施が必要であるとされた。 1930年ごろ，

Stung Chinit流域濯班計画についての調査が実施

さ才していたらしし、（注37）。

H Prek Thnot計聞（Kg-Speu州、｜）

1920年代初期に作成された計画では， Prek

Thnot川の Kg-Speu市上流数キロメートルのと

こん［とグムを一つ作り， 左右両岸に幹線路2，支

線水路 5を建設し， 4万三000ヘクタールに様i慨す

ることが意図された（注38）。しかし本プロジェクト

は戦前ついに実現をみなかった。

（ニ） Suong平原濯瓶計闇（Kg-Cham州）

やはり 1920年代初期iこ研究されたPrekChhlong 

利用のデロジェクトであるが， その後ついに共体

化されていない。

もt;J Stung Stoung計Dhi(Kg-Thom fM) 

Siemreap州との境界の近くを南流する Stung

Stoung川の水を寝き止めて引水し 1万 5000ヘ

クターノレに濯概しようとして 1930年代中期に調査

されたフ。ロジェクトであるが， ついに実現をみる

にぞっていない。

（ベ Banan計画（Battambang外｜）

太 i拐に流入する StungSangkerより Battam・

bang市上流で分水し，水閏 5万ヘクタールにわた

って水位差による自然流下濯慨を行なおうという

プロジェクト（口湖で， 1930年ごろから調査が開始

されたが， 第2次大戦まではついに着工するに至

らなかった。 1941年 3JJ以後当地域はタイ領に編

入された。
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（ト） Maung Dauntri計繭（Battamb組自州）

Pursat州との境界近くを通って太湖に流れ込む

Stung Dauntriの水を利用して Maung周辺の水

閏に糧概しようという計闘で， 1930年ごろから研

究さ;hてL、たが， 竺i初樺祝面積として i万ヘクケ

ーノレが予定されていたようである（花40）。本計聞も

第2）失大戦まではついに者工をみず、 1941年：：パ

以後t士タイ領に編入されて実現不可能となった。

2. インドシナ戦争期

第三次世界大戦終了も束の｜司， インドシナにお

いてはその翌（1946〕年末から再び植民地化を狙

うフランスとベトミンを中心とした現地民族数立

諸戦線との聞にいわゆるインドシナ戦争が勃発

し，この地域での平和回復は 1954年7月のジュネ

ープ協定成立まで、持ち越された。

この間，カンボジアは 1949年の限定独立以来数

次にわたって独立を強化し， J ル、に 195:l年11月に

至って完全独立を達成したのであるが， その凶土

がインドシナ戦争の被害を譲った点においてはベ

トナム，ラオス両国と変わりはなかった。しかし，

やはり主たる戦場となったベトナムやラオスに比

べればその被害均込僅少であったことは疑いえな

い。したがって， この期間，カンボジアはその経

済開発において三れら 2l誌に比べれば割合順調tr

発展をと ffえたとャうこと点白？きる。その際大さ

な資金的支えとなったのは， 従来この地域に絶対

的地位を占めてきたフランスに代わつもて， とくに

対中共政策上からこの地域に対する影響力を強化

してきたアメリカからの援助であった。カンオ九割

アに対するアメリカの経済援助は 1951年9月 8上J

調印の両国間経済協力協定によって開始されてい

る。

このアメリカ援助資金を主たる財源として第2

次大戦およびそのl直後の混乱によって低落をみた

操業生産の復旧・増大注意図したカンボジア政府

は， その政策の重要な一環として盟1952年以降の

5カ年を対象とする［謹概5カ年計画Jを策定ー

実施した。この計画の詳細については知りえない

が， 本計画に要する投資総額は約280万U.S.ド

ルと tsれていたようである。もちろん，その所要

資金のほとんど全額がアメリカによって負担され

るととになっていた(/t41)。

なお，当時， 限定独立下のカンボジア政府lとお

りる農業水利担当機関は土木・通信省であり， そ

のうちとくに直接の担当機関は水利航行局と農業

土木部であった。これらのカンボジア仮IJ機関がア

メリカ叙I］聾助担当機関およびその技術者とともに

各種ヅロジェクトの立案・実施に当たったのであ

ア、
"' 0 

さで， 主として筆者の現地調査によって判明し

たi空説5カ年計画による対象プロジェクトの主要

なものとしては， 以下のようなプロジェクトがあ

った。

A 氾濫水防御

付） Chreung Prey計闘

上述したように本プロジェクトは 1944年に－部

が完成されたのであるが， その拡強と同時に毎年

雨期の降雨と氾濫水による堤防土壌の流失によっ

てその補修が必要となったのである。工事は 1952

年乾季より毎年継続され， 防御面積は合計25印ヘ

クタールとなった。

（ロ） Angkor Borei平原（Takeo)

約 l万ヘクタールの排水工事。

B 沈泥i整蹴

Kg幽Cham,J十｜のメコン本流沿い地域や Kandal州

での Mekong川と Bassac川とにはさまれた地域

における沈泥潜概（colma組ge）のプロジェクトが実

施された。その主要なものとして Samrong-Thom

43 
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および BengKhnor (kandal州）のものがある。

1952年から1954年までの期間にこうした57水路が

開削され， 受益面積は 1方6640ヘクタールに達し

？とUt.12）。

C 海水防御

内） Prey Nop計j]fri

上述した海水防御プロジェクトのうち， 第 1'

第2' 第3および第5区について改修が必要とな

り実施された。

D 溜池による濯概組織

（イ） Batheay計画（Kg-Cham,JH) 

構築された貯水池の貯水量は 120万立方メート

ルヲ樺概面積は170ヘケタールに上る。

（ロ） Thnal Bat計画（KgCham ,JH) 

貯水池の貯水量は70万立方メートノレ， それによ

り濯概される面積は1閃ヘクタールである。

付 Trapeang Veng計画（Kg-Cham州、｜）

上記 ThnalBat計両と同規模で、貯水池の貯水

なは 70万立方メートル， i伊紙面積は 100へクター

ノレ。

E 小河川による濯翫組織

(,() Bove！計画（Battambang州）

上述したように第2次大戦前に完成された工事

により 2万ヘクタールが受益したが，戦時中施設

は破壊された。当地域が1947年に再びカンボジア

偏に復帰し，今次の改築や新規工芸（分流堰の設震）

でさらに謹概面積が l万ヘクターノレ増加し，合計

3 7Jヘクタールの水田か受益するに至った。

（ロ） Maung Dauntri計画（Battambang州）

この地域も 1941～47年のタイ憤編入期を経てカ

ンボジア領に復帰した。ここに戦前より研究され

ていた濯概プロジェクトの実施が可能となり工事

が着工された。受益面積は2刷。ヘクタールに達す

る。

44 

川 Baray Occidental計画（Siemreap州）

第2次大戦末までの工事に引き続いて， アメリ

カ捜助によって 1953年から工事が再開された。

1953年以降の工事に含まれたのは次のような施設

である（／）:43）。

a Siemreap JI!分流の可動ダム。

1942～43年の構想による分流ダムでは，貯水

池が必要な時に満水するほど十分大きな水量

を SiemreapJI[から引くことができないこと

が判明した。河川の増水が急激で，永続しな

し、からである。国定式分流ダムを1955年に可

動グムに改造したのはそのためである。上流

の水面を十分高く上げ， その結果上り大きな

水量（毎秒、約15立方メートル〕を引くこをがで

きるように一つのブロックからなり， 折りた

ためる一種の金属製堰板が光のダムの通水部

に取り付けられたのである。

b Siemreap J!fの取水口と An只korThomの水

濠とを結ぶ部分の導水運河の掘削， 水濠の整

備。

c Baray Occidentalの周回提防全延長20キロメ

一トノレの整備。

この埠防の整備によって，標高25メートlレで

貯水池の最高貯水量は 5500万立方メートルと

たった。

ιi 導水幹線基点の取水施設の構築。

I！元水施設は貯水池の荷堤防西から 3分の1の

左ころに設置され，この結果，戦前（1937年）

に貯水池の西南隅に近い Khnatに建設され

た取水施設は放棄されることとなった。

日 貯水池の取水施設から国道6号線322キロメ

一トル地点に設置される濯概分水装置まで導

水する導水幹線（ 3キロメートル）の椀削。

f j霊説分水工の建設。
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第 6図 1没後f会終案による BarayOccidental l蓮華正網計画図

l 》lrnomKrom 

〔出所） 原図：カンボジア農業符農業局農業土木部。

この分水工の設計図は 1954年，水利航行局に

よって作成された。

g 国道6号線の南側 PhnomKrom山〔東側）

と Phouk村（西側〉山間に位置する受益地帯

に水を確保するための， 厳宿な意味での濯翫

網の建設。

戦前の計画案では， 港概網は貯水池南堤のお

のおの別個の取水口から導入する 2大主幹線

が考えられてU、たが， 戦後の最終計画案では

縮尺：］／州，000貯

これが改められて， 1本の主幹線となってい

るのが大きな特徴である（第6闘〕。

なお， 以上の工事は謹概5カ年計画期中には終

了せず，工事の完成は次期計画期に持ち越された。

（ニ） Prey Chhor水利網計画（Kg-Cham外｜）

El52年より， StungPros )IIからうi水し雨期米

作の安定化と三毛作の導入を目的とする本7＂ロジ

ェクトの調査が開始されている。

以上のような諸種の農業水利事業を総計すると
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第 7図 フランスの右/ill'.:地支配一下P,;Jj'l';(J¥. ])_ 1日印～1%:1）におけるカンぷジアの農業水干I］実施主要ブ。ロジェクト分布図

GOLFE 
rle la 
TIIAI I，人NIll・: 

タイ

、、

七

けっさ lく195:l年末にはこの向山米作地における

濯概面積は 2万6000ヘクタール， 冠海水・洪水防

！卜ー而積が伐）（）（）ヘケターノL，合計水干1]面積i土：~ /j 

＇..；（）（）（），、ケヤール l二j主していた iilH＼こjtに：J:iijf1J"l色

f作を対象とする（ti1己准統 1)j 7000ノ＼ククーノLh. }Jll 

わる。以上が川）年におよんだブラ／スの力ンボ L

ア統治時代における込業水利面での成果の？べて

であ－－，た円である。しかも三のう tc,, 第 2次大戦

後の成果につし、ては宗主国たるフランス側による
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ラオス

UEN¥; KIINOI{ ,tclci/ii<rt 宇 ~t

より｛け 多分にアメリカからの援助に依るところ

が多かったことはすでに触れたとおりである。い

主以上のフランス統治1.：時代のカンボジアにおけ

る主要農業水利事業の地理的分布を示せば第7凶

のとおりである。

C /131) 大東一必省IYJ方事務1;,lrn、！沼氏詰；！JH社主採｛＇.＇

むl2 ~，：：，その Lil，東京，昭和1811, 85ベージ。

(il:32) Albert Sarraut, La mise en valeur des 

colonies fram;aises, Paris, 192:l, pp. 473-474 

C l't33〕 J Delver!, Le Paysa舟 cambodgien,

Paris, 1961, p. 654. 
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（注34) カンボジア興業省農業十本自f,lj!若干：LEtat 

I<e.田がt11!at1jdes Tnwaux d'hydrauli吐ueexecutes 

jusqu'a cette正おte,n. d.〔1961年末？〕， p.l.

（注35) カンボジプ幾業省農業土木部資料， Mono-

;;;raphie du Res，四，，ud'irrigation du Baγui 0εciden-

tal, decembre 1959による。なお PechBun Ret，“Le 

Reseau du Barai occidental”， Cambodge d’aujourd’ 

hui, surplcment trir町、Irie[,1964, No. 3, pp. '2.7～35 

参照。

（注36〕 AlbertSarraut, op. cit., pp. 473～474. 

(/:1:37〕 YvesI-Iヒnry、Economicagricole de l'l珂－

dochine, Hanoi, 1932. （邦訳中巻， 250ベージ〉

（注38〕 A. Sarraut, op. cit., p. 474. JJIJの文献では

受益面的；J万ヘタタ ルとし口、るもの I，ある（A.

Agard, I. '[Jnion lnclochinoise fγα抗、aiseou Indochi-

ne orientale, Hanoi, 1935，邦訳， 208ベージ）。

くll.39〕 J Gauthi町、 L’lndochine(a的ア問団il

clans la j>,1ix jran,aise, Pari色， HH9, p. 178.江 ;j:3,

A. A日ard.op. cit.，邦訳208ベージでは 6万ヘクター

ノLとな v j とJり，M.(;a,,ier，“Le Serviced山 Travaux

I’ublics ct le cl己veloppcment心conomiquede白！’lndo-

chine”， L’Indochine Fran,aise, Paris, 1938, p. 224 

7は本プロ／エク I; 'J画瀧/fl![[,jjf!iは2'Jjグ、グタール

となってし 1 三。

（注40) J. De Galembert, Les administrations et 

les sen・iピr・s public町 Indochinms, Hanoi‘ 1931, 

pp. 631～G'.-¥2 

（注41) Davi【1J. Steinberg, Cambodia, Its I'eop-

le, Its Society, Its Culture, l¥ew Haven, 1959, 

PP-202～204. 

（注42) カンボジア録業省農業土木郎上備資料Etat

Recapituhtif－－－によプjo なお農業 i木部Jii¥'ri，～話によ

nば， 二一＇＇た沈 i但iii'（＇！のためにいっせ L、に 1，設の；｝.

b：取り入れじれると，近傍の漁民との日；lに利引材、衝突

し，その調唱さのtli)//Ilが起きるので，その絡はてう Lt・ 

ソ時ロジ ケ lはあ JIJ J汗加されといない lハ：とであ

る。

(lt43) プJンボジ γ 農業符農業土木 i',JIJ・ ぬ資料

Monograj•hie du Reseau d'irrigation du Barai 

Occidental参照。

（注44〕 Ministcredu Plan, Royaume du Cam-

bodge, Le Plan Quinquennal Preah Norodom 

Sihanouk 1960～1964, p. 13. 

VI おわりに

ここで－－応小院を終わるにあたり， フランス統

治下時代の終末の時点でのカンボジアにおける農

業水利面での成果について考えておきたい。

まず上記のような米作地における濃蔽面積・防

止面欄合わせて 1953年末に 3万2000ヘクタールと

いう工うな成果は 90年にわたる期間のそれとして

はけっして満足すべきものだとはいいえないであ

ろう。われわれはそこに植民地支配というものの

実体をみる思いがする。この水利面積（ 3万2000ヘ

クタール〉は同時期のこの閣の米作付総面積 169万

3000・－－－クタール（1953/54年度）からみればわずかに

その 1.89%をカバーするにすぎなかったのであ

る。したがって， 基本的にはこの当時においても

カンボジアの米作は依然として自然条件に対する

全面依存の形態からほとんど改善されていなかり

たこと iこなろう。第 4表はインドシナ戦争期のカ

ンボジアの米作に関する生産統計であるが， 作付

面積においてこそ戦前に比べて大幅の増加を示し

ているものの，依然として雨期一毛作の圧倒的優

勢，抵収量（最高でヘクタール当たり 1.0トン）， 1951/55

年度のような早魅の擦の大減収などの事実がみら

れることは， そうした自然条件への全面依存の実

情をよく反映していると思われる。なお水回以外

の耕地につL、ても， この時期までに水のコントロ

ールl.u yずかlこメコン沿岸の畑作地帯 i万河川ヘ

クタールにつL、て沈泥濯殺が実施されたにすざか

いとし、うのは米作地についてと同様いかにも不十

分な成果だとヤわざるをえない。以上のようなプ

ランス統治下時代におけるカンボジアの農業水利

面での成果が， 年間三毛作あるいは四毛作とい－：・，

たきわめて集約的な農業を可能にさせたような前
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~ 4 表 fンドシナ戦争期のカンボジアにおける米生産統計

1949/50 1950/51 195山｜加／53 1 195;,/54 1954/55 

h都量！~雨乾生産当付数 而）49合高り1/5作作9積収計の (l併JO ＇：＇＇.~
1,657 1,682 l ,fi97 1,629 l、69:l ‘ 1,743 
0.930 0.960 0.966 0.975 1.開。 0.830 

1,541 1,615 1,639 1,588 1,693 1,447 
1000トン 35 36 38 39 4〕 41 
1000トン 1,576 1,651 1,677 1,627 1,733 1,488 

平均を100 88.8 93.l 94.5 91. 7 97.7 83.9 

人 口（1000人） 4,117 4,231 4,348 4,469 4,611 4,739 

( [ljj芳） 1964年9月発表の改訂版カンボジア農業省資料（打Ii稿「カンボジアにおける農業基本統，ti"の改訂につい

てj，『アジア経済』， 1965年 I刀号参照〕による。

記アンコール時代におけるそれに比べていかに貧

弱なものであるかはいまさら改めていうまでもな

かろう。

ちなみに， フランス統治時代に試みられた他の

農業諸施策についても， カンボジアにおけるその

或果iまきわめて限定的なものであったといわざる

をえない（注45）。

かくして， カンボジアにおけるさらに大規模か

っすくーれた技術のもとに行なわれる農業水利事業

の推進が他の農業開発諸施策と並んでいっそう望

まれることとなったが， その具体的実施はこの同

の完全独立（1953年11月9日〉後，実質的には 1954

年 7月のジュネーブ協定成立を経た 1955年以後に

おける当国政府の重要かっ緊急を要する開発政策

課題として残されることになったのである。こう

した独立後におけるカンボジアの農業水利事業の

展開位46）については，稿を改めて論ずることにし

たい。

（注45) フランス統治時代にこの凶で試みられた農

業開発諸施策のうち， 1:, ,:・rn片.＼［ I史民を絞めたとみら

れるのはゴムとトウモロコ ν栽出ゾ）ft援であったが，

と〈に1920年代以来 Y ヤンス：WI政府，.＇）援助のもとにプ

ランス系大資本によフ：H土地市（te rre rouge）に導

入ガれ発展されたゴム対一拾っ快ドrlにじみるべきものが

あったといえる。しかしこのプランテーション経営に

よるゴム栽培はトウモロコシ栽培とは異なり，原住農
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l•：な L 、しはその農業とは編絶し f二千f ｛＋ てあり，カンボ

ジア一般農民の生活水準の向上にはほとんど無縁であ

" fニ。
他の農業諸施策についてはほとんどみるべき成果は

上がっていなし、。たとえば，土地制度の裳備について

はまったく着手したばかりという段階に止まったし，

fノドシヲ稲作事務局（0伍celndochinois du Riz〕の

m；阜の札とに試みちれた米作の市長筑に f川、ても，稲

のft係研究がパッタンバンの所有種試験場（Station

（；品己tiqucdu Riz）で戦前か「＇ fiなわれていたが大し

た！長県it！＼：まれていない。第2次大戦伐の1949年に同

じくパッタンパンに設置されたパッタンパン機械化農

場 (I氾xploitation Agricole Mecanisee de Battam-

bang）も意図した米作機械化促進の閣で大した成果を上

げないままに，前記稲育種試験場とともに1954年にカ

ンボジア政府に引き渡された。 M:iをに!!'1.:K信用面にお

いても， 1929年の農業相互信ffl!H金時，.(Cai日eprovin-

cial clc Credit Agricole Mutuel）の創設以来，種々名

科、そ変えながら政府による農業伝用機関が運営されて

きたが，華僑系商人を中心とする民間，：＇~矛ij fr資本から

綾民を保護するに足るような十分な成果はついに上げ

えなかった。

（注46〕 独立後のカ γポジアにおける農業水矛I］事業

の概観については，海外技術協力事業団派遣による調

査団（1964年3～5月〉の報告『カンボディア国かん

,j. ,, . じよ（f森林開発計画調査様子：九』（19641!12月）参

ll,rl。喰若干）現地においてこの調夜間に同'ir ！.，多くの

,r;，該！日Jl,!(iに関する知見を得fこと去を想起する。

（調査研究部〉
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